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議
会
視
察
研
修
報
告（
11
月
10
・
11
日
）

高
齢
化
・
少
子
化
に
よ
る
「
人
口
減
少
対
策
」
の
自
治
体
の
実
情
（
常

陸
太
田
市
）
と
議
会
改
革
に
よ
る
住
民
へ
の
「
見
え
る
化
」
に
取
り

組
む
（
大
洗
町
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

常
陸
太
田
市

人
口
減
少
時
代
を
乗
り
切
る�

�

自
治
体
対
策

　

市
の
人
口
は
、
毎
年
１
０
０
人
か

ら
４
０
０
人
の
社
会
減
に
加
え
、
出

生
率
の
低
下
や
死
亡
数
の
増
加
が
毎

年
３
５
０
人
か
ら
６
０
０
人
の
自
然

減
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
も
著
し
く
、

昨
年
は
39
・
９
％
に
達
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
一
定
程
度
の
人
口
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
認
め
な

が
ら
、
若
者
世
代
を
つ
な
ぎ
と
め
、

ま
た
、
呼
び
込
む
た
め
の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

市
が
取
り
組
む
、
若
者
の
定
住
へ
の

経
済
的
支
援
と
「
子
育
て
上
手
」
の

ま
ち
づ
く
り

○�

新
婚
家
庭
家
賃
助
成
制
度
は
、
市

内
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居

に
、
毎
月
２
万
円
の
助
成
に
よ
り

１
４
５
世
帯
が
利
用
。

○�

定
住
促
進
助
成
制
度
は
、
市
内
に

住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
家
庭
を

対
象
に
、
建
物
の
固
定
資
産
税

の
半
額
相
当
額
を
３
年
間
助
成

し
た
こ
と
で
、
２
０
１
０
年
度

は
１
９
８
世
帯
が
利
用
。
ま
た
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
は
申
請
時
に

一
括
で
最
大
20
万
円
を
支
払
う
よ

う
に
し
た
。

○�

出
生
数
の
原
因
と
さ
れ
る
結
婚
率

の
低
下
対
策
と
し
て
、
２
０
１
０

年
８
月
か
ら
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
し
、

２
０
１
２
年
度
の
結
婚
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
来
訪
者
は
４
６
６
人
、

新
規
登
録
者
57
人
で
、
32
組
が
成

婚
し
た
そ
う
で
す
。

○�

中
学
３
年
ま
で
の
医
療
費
助
成
は

も
と
よ
り
、
保
育
園
・
市
立
幼
稚

園
の
保
育
料
は
２
人
以
上
入
園
し

て
い
る
場
合
の
２
人
目
は
、
月

３
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
減
額

を
実
施
。
ま
た
、
３
人
目
以
降
は

無
料
と
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
様
々
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
検
証
し
、

「
若
者
雇
用
の
劣
化
問
題
」「
子
育
て

家
庭
の
経
在
的
負
担
軽
減
」
に
は
一

自
治
体
で
は
限
界
が
あ
り
、
国
や
県

を
巻
き
込

む
総
合
的

な
取
り
組

み
に
よ
る

持
続
可
能

な
地
域
づ

く
り
が
必

要
と
認
識

し
検
討
し

て
い
る
。

　

長
生
村
も
、
今
後
、
早
急
に
対
策

を
検
討
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

大
洗
町

「
つ
い
て
こ
れ
な
い
も
の
は
つ

い
て
こ
な
く
て
よ
い
」
と
い

う
徹
底
し
た
議
会
改
革
の
取

り
組
み
に
注
目

　

大
洗
町
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
改
革

の
取
り
組
み
を
見
て
み
る
と

○�

一
般
質
問
は
午
前
中
に
傍
聴
者
が

多
い
た
め
１
日
３
名
ま
で
と
し
た
。

○�

各
委
員
会
へ
の
傍
聴
が
、
原
則
と

し
て
委
員
長
の
許
可
を
受
け
ず
に

傍
聴
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

○�

傍
聴
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
こ
と
で
、
議
会
運
営
、
議
員

の
態
度
、
発
言
内
容
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
発
言
内
容
の
充
実
や

品
位
の
向
上
に
大
き
な
成
果
を
見

ら
れ
た
。

○�

政
務
調
査
費
を
廃
止
し
、
議
会
広

報
（
ポ
ス
タ
ー
、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
）
大
学
等
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の

研
修
費
用
や
関
係
資
料
の
充
実
に

充
て
ま
し
た
。

○�

各
会
議
へ
の
議
員
の
出
欠
席
を
公
表

○�

議
案
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
を「
議

会
だ
よ
り
」
で
公
表
す
る
。
議
員

各
自
が
「
発
言
」「
行
動
」
に
責
任

を
持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

○�

議
会
報
告
会
を
３
月
・
９
月
の
議

会
定
例
会
後
に
、
町
内
９
箇
所
の

集
会
所
で
開
催

○�

議
長
公
用
車
を
廃
止

○�

日
曜
議
会
の
開
催
で
、
仕
事
や
学

校
で
傍
聴
で
き
な
い
方
々
に
議
会

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

開
催
し
た
こ
と
で
、
町
制
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

○�

職
員
の
成
長
を
願
っ
て
、
各
常
任

委
員
会
で
の
係
長
に
よ
る
答
弁
を

実
施

○�

各
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
を
１
２

月
議
会
定
例
会
の
常
任
委
員
会
で

把
握
す
る
こ
と
で
、
次
年
度
予
算

や
事
業
計
画
の
策
定
に
大
き
な
成

行政視察（常陸太田市）
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12
月
27
日（
土
）13
時
〜

編
集
後
記

　

衆
議
院
選
挙
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
を
掲
げ
、
与
党
で
過

半
数
を
取
る
こ
と
が
一
番
基
本

と
す
る
自
民
党
の
大
義
に
、
野

党
が
ど
れ
だ
け
食
い
入
る
か
が

正
直
な
と
こ
ろ
と
な
る
の
だ
ろ

う
。

　

自
民
・
公
明
を
支
持
す
る
有

権
者
は
必
ず
投
票
所
へ
足
を
運

ぶ
だ
ろ
う
。
有
権
者
の
投
票
率

の
低
下
は
即
、
自
・
公
連
立
政

権
の
安
泰
を
保
証
す
る
も
の
だ

し
か
し
、
せ
め
て
70
％
以
上
の

投
票
率
に
な
っ
た
の
な
ら
ど
う

な
る
だ
ろ
う
。

　

未
来
は
、
す
べ
て
有
権
者
が

投
票
所
に
足
を
運
ぶ
か
に
か

か
っ
て
い
る
の
だ
。

Ｕ
・
Ｋ

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

開
　
会　

12
月
9
日

会
　
場　

議
会
議
事
堂

山
口
ひ
ろ
ゆ
き
一
般
質
問

１　

地
方
創
生
に
つ
い
て

２　

義
務
教
育
課
程
に
お
け
る

　
　

村
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

オ
ス
プ
レ
イ
よ
り
バ
タ
ー
を
！

「
憲
法
を
考
え
る
」
講
演
会

12
月
７
日
（
日
）
10
時
開
演

講
　
師　

元
東
京
都
国
立
市
長

　
　
　
　

上
原
公ひ
ろ

子こ

氏

会
　
場　

大
網
白
里
市

　
　
　
　

中
央
公
民
館
講
堂

入
場
無
料

主
　
催　
「
憲
法
を
考
え
る
会
」

議
会
定
例
会
12
月
会
議

お　

知　

ら　

せ

果
が
見
ら
れ
た
。

○�
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
て
の
一
般

質
問
は
発
言
内
容
の
わ
か
り
や
す

さ
と
時
間
短
縮
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
、
傍
聴
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
様
々
の
取
り
組
み
の

中
で
、
大

洗
町
議
会

の
、「
見
え

る
化
」
が

住
民
に
積

極
的
に
図

ら
れ
て
い

ま
す
。
長

生
村
議
会
も
、
こ
の
研
修
を
活
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の
「
覚
悟
」
と
「
実
践
」

を
も
っ
て
改
革
を
進
め
る
べ
き
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

継
続
は
力
な
り
『
自
ら
の
命
を

守
る
防
災
教
育
』

　

千
葉
県
教
育
委
員
会
指
定
「
実
践

的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業
」
の
一

環
と
す
る
災
害
時
に
的
確
に
判
断
し
、

主
体
的
に
行
動
で
き
る
児
童
の
育
成

を
め
ざ
す
た
め
の
授
業
展
開
が
、
11

月
28
日
一
松
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し

た
。
各
学
年
ご
と
が
、
災
害
発
生
時

の
様
々
な
場
面
を
想
定
し
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
検
討
し
、
発
表
す
る
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
。（
表
紙
の
写
真
）

今
後
も
、
継
続
す
る
こ
と
で
実
践
に

役
立
つ
結
果
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

記
録
を
残
す
こ
と
が�

�

使
命
と
な
っ
た

　

同
日
、
住
民
た
ち
と
「
山
田
伝
津

館
（
で
ん
し
ん
か
ん
）」
を
設
立
し
、

震
災
資
料
の
収
集
と
伝
承
活
動
を

行
っ
て
い
る
語
り
部
の
田
村
剛
一
氏

を
迎
え
、
自
ら
の
「
震
災
体
験
と
自

主
防
災
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
震

発
生
当
時
の

津
波
到
達
の

記
録
映
像
と

と
も
に
記
念

講
演
が
行
わ

れ
、
氏
の
復

興
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

幸
福
の
科
学
大
学　

不
認
可
５

年
が
短
縮
す
る
こ
と
は
な
い

　

文
部
科
学
省
管
轄
の
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
は
10
月
29
日
、
幸

福
の
科
学
大
学
に
つ
い
て
、
不
認
可

と
す
る
よ
う
下
村
博
文
文
科
相
に
答

申
し
た
。
科
学
的
合
理
性
を
立
証
で

き
て
お
ら
ず
、「『
霊
言
』
を
大
学
教

育
の
根
底
に
据
え
る
こ
と
は
、『
学
術

の
中
心
』
と
し
て
の
大
学
の
目
的
を

達
成
で
き
る
と
認
め
ら
れ
な
い
」
が

不
認
可
理
由
だ
。

　

文
科
省
は
「
宗
教
を
裏
付
け
る
も

の
に
、
歴
史
的
蓄
積
と
研
究
の
成
果
、

文
献
が
あ
る
。
し
か
し
、
特
定
の
人

物
の
「
守
護
霊
」
が
そ
の
人
の
意
思

を
離
れ
て
意
見
を
述
べ
る
『
霊
言
』

は
学
会
の
中
で
は
研
究
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
科
学
的
・
学
問
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

現
時
点
で
は
不
認
可
で
あ
る
が
、
未

来
永
劫
に
不
認
可
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
」
と
説
明
し
た
。　

ま
た
、
審

査
中
に
大
川
総
裁
の
著
作
が
委
員
に

送
付
さ
れ
る
な
ど
「
認
可
の
強
要
を

意
図
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
不
適

切
な
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
、
今
後
、

最
長
５
年
間
、
こ
の
学
校
法
人
に
は

大
学
の
設
置
を
認
め
な
い
と
し
た
。

11
月
21
日
、
５
人
の
有
志
で
文
科

省
を
訪
問
し
た
際
は
、
今
後
、
５

年
を
限
度
と
す
る
不
認
可
に
対
し
て

は
、
短
縮
の
可
能
性
は
な
い
と
の
見

解
を
示
し
た
。
こ
の
問
題
で
、
幸
福

の
科
学
大
学
は
７
日
と
11
日
、
文
部

科
学
大
臣
に
異
議
申
立
書
を
提
出
し
、

同
大
学
の
不
認
可
の
取
り
消
し
と
設

置
許
可
を
求
め
た
が
、
学
校
教
育
法

第
１
３
９
条
に
よ
り
却
下
さ
れ
て
い

た
。

霞が関の
文部科学省

　

ま
た
、
11
・
26�

付
で
下
村
博
文
文

科
大
臣
に
対
し
「
文
部
科
学
大
臣
の

不
正
行
為
に
関
す
る
弁
明
請
求
書
」

を
提
出
し
た
。
村
に
は
、
こ
の
結
果

を
待
っ
て
、
施
設
利
用
な
ど
今
後
の

姿
勢
を
報
告
す
る
と
し
て
い
る
。

行政視察（大洗町）

熱き「語り部」に聞き入りました


